
アジア戦略と新エネ利用佐賀県

古川康知事

　
幕
末
・
維
新
期
の
佐
賀
の
よ
う
に
、
新

し
い
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
国
内
外
か

ら
必
要
と
さ
れ
る
存
在
感
の
あ
る
県
で
あ

り
た
い
と
い
う
気
概
を
込
め
て
、
県
総
合

計
画
の
基
本
理
念
を
「
新
し
き
世
に
佐
賀

あ
り
。
」
と
し
た
。

　
新
し
き
世
を
見
据
え
、
成
長
著
し
い
東

ア
ジ
ア
地
域
の
活
力
を
取
り
込
ま
ず
に
県

の
成
長
は
な
い
と
考
え
、
昨
年
、
佐
賀
県

初
と
な
る
海
外
事
務
所
を
中
国
・
瀋
陽
と

香
港
に
、
「
上
海
デ
ス
ク
」
を
県
庁
内
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
さ
ら
に
有
明
佐
賀
空
港
の
上
海
路
線
開

設
を
契
機
と
し
て
、
多
く
の
外
国
人
観
光

客
が
立
ち
寄
る
魅
力
あ
る
場
所
と
な
る
よ

う
、
受
入
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。
佐
賀
県
が
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
で
あ
る
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
ほ
か
、

事
業
所
用
太
陽
光
発
電
や
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

の
普
及
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
太
陽

光
王
国
佐
賀
の
実
現
を
目
指
す
。

　
新
し
き
世
に
県
内
企
業
や
県
産
品
が
生

き
残
っ
て
い
く
た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
が
進
展
す
る
中
、
地
域
の
競
争
力
を
強

化
し
将
来
に
わ
た
っ
て
県
民
の
く
ら
し
を

支
え
る
産
業
の
育
成
振
興
を
図
り
た
い
。

アジアとの経済交流拡大熊本県

蒲島郁夫知事

　
熊
本
県
の
今
年
の
目
標
と
し
て
次
の
四

つ
を
掲
げ
て
い
る
。
昨
年
の
九
州
新
幹
線

全
線
開
業
に
続
く
、
４
月
の
熊
本
市
の
政

令
市
移
行
と
い
う
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
を
生

か
し
切
る
こ
と
。
熊
本
の
１
０
０
年
の
発

展
の
礎
を
築
く
こ
と
。
ア
ジ
ア
の
活
力
を

熊
本
に
呼
び
込
む
こ
と
。
そ
し
て
熊
本
を

日
本
で
最
も
幸
福
を
感
じ
ら
れ
る
県
に
す

る
こ
と
だ
。

　
中
で
も
急
成
長
す
る
ア
ジ
ア
の
活
力
を

熊
本
に
取
り
込
む
た
め
、
阿
蘇
く
ま
も
と

空
港
の
国
際
線
強
化
や
、
海
外
販
路
の
拡

大
に
取
り
組
む
事
業
者
へ
の
支
援
を
行

う
。

　
ま
た
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
誘
致
を
拡

大
さ
せ
る
た
め
、
現
地
の
旅
行
会
社
と
の

タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
旅
行
商
品
づ
く
り

や
、
ク
ル
ー
ズ
船
ツ
ア
ー
な
ど
の
新
た
な

誘
客
対
策
を
展
開
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
中

国
広
西
壮
族
自
治
区
と
の
友
好
提
携

周

年
を
記
念
し
た
事
業
に
も
取
り
組
む
こ
と

に
し
て
い
る
。

　
今
年
１
月
に
は
中
国
・
上
海
市
に
、
熊

本
市
、
熊
本
大
学
と
共
同
で
運
営
す
る
熊

本
上
海
事
務
所
を
開
設
し
た
。
三
者
が
連

携
し
な
が
ら
、
中
国
を
は
じ
め
と
し
た
ア

ジ
ア
と
の
経
済
交
流
の
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　高付加価値型農業の展開鹿児島県

伊藤祐一郎知事

　
大
隅
地
域
は
大
規
模
畑
作
産
地
が
創
出

さ
れ
て
い
る
。
経
済
発
展
を
続
け
る
ア
ジ

ア
地
域
の
大
き
な
動
き
や
日
本
国
内
の
食

を
巡
る
動
き
な
ど
の
中
、
新
食
料
供
給
基

地
と
し
て
の
大
隅
の
可
能
性
を
実
現
す

る
。
そ
の
た
め
素
材
提
供
型
か
ら
一
次
加

工
な
ど
に
よ
り
価
格
支
配
力
を
高
め
た
高

付
加
価
値
型
農
業
な
ど
、
戦
略
性
の
高
い

農
業
へ
の
展
開
が
必
要
で
あ
る
。

　
昨
年
、
全
国
レ
ベ
ル
の
専
門
家
な
ど
か

ら
な
る
検
討
委
員
会
を
設
置
、
大
隅
地
域

の
活
性
化
に
必
要
な
加
工
技
術
支
援
拠
点

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
提
言
を
い
た
だ
い

た
。

　
本
県
農
業
を
巡
る
環
境
が
急
速
に
変
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
新
の
加
工
機
器

を
複
数
組
み
合
わ
せ
た
テ
ス
ト
プ
ラ
ン
ト

な
ど
を
設
置
す
る
。
ま
た
加
工
業
者
な
ど

が
自
ら
行
う
加
工
品
の
試
作
・
研
究
・
開

発
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ス
ー
パ
ー
な

ど
の
消
費
者
と
加
工
業
者
等
と
の
商
談
の

支
援
な
ど
を
行
う
加
工
技
術
支
援
拠
点
を

整
備
す
る
。
２
０
１
２
年
度
は
基
本
計
画

を
策
定
し

年
度
に
オ
ー
プ
ン
で
き
る
よ

う
整
備
を
進
め
た
い
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
す
る
こ
と
が
関
連
企
業
の
立

地
、
加
工
業
へ
の
新
規
参
入
な
ど
地
域
経

済
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

客船関連技能・技術者の育成長崎県

中村法道知事

　
長
崎
県
で
は
、
雇
用
や
所
得
向
上
に
繋

が
る
力
強
い
地
域
経
済
を
実
現
す
る
た

め
、
地
場
企
業
の
競
争
力
強
化
を
は
じ
め

と
し
て
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
例
え
ば
昨
年
、
三
菱
重
工
業
長
崎
造
船

所

長
崎
市

に
お
い
て
大
型
客
船
建
造

を
受
注
し
た
。
今
回
の
大
型
客
船
受
注
の

イ
ン
パ
ク
ト
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ

る
。

　
地
場
企
業
や
地
域
経
済
に
そ
の
効
果
を

最
大
限
波
及
さ
せ
る
た
め
、
企
業
の
技
術

力
を
高
め
、
受
注
機
会
の
拡
大
に
結
び
付

け
て
い
く
た
め
の
総
合
的
な
人
材
育
成
施

策
を
推
進
し
て
い
く
。

　
具
体
的
に
は
、
地
元
造
船
技
術
に
関
連

し
た
企
業
に
対
し
、
空
調
や
給
・
排
水
な

ど
の
配
管
艤
装
技
術
者
研
修
や
高
度
溶
接

ぎ
そ
う

技
術
者
研
修
を
実
施
す
る
。
更
に
、
熟
練

技
術
者
を
派
遣
し
て
の
企
業
内
実
地
研
修

や
、
資
格
取
得
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
シ
ー
ム
レ
ス
物
流
の
構
築
な

ど
、
長
崎
港
の
物
流
機
能
の
強
化
を
図
っ

て
い
く
考
え
だ
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
に
実
施
し
、
長

崎
県
の
基
幹
産
業
で
あ
る
造
船
業
を
は
じ

め
、
地
場
産
業
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い

く
。

九州経済

　　 ２０１２年 平成２４年 ３月２２日 木曜日 【企画特集】 （ ）


